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本論文はいくつかの誤字や文法的な誤りはあるものの極めて実証的な論

文である。 

ただし第 1 章では萩藩の史料、第 2 章では幕府の『通航一覧』や新井白

石の『江閑筆談』、第 3 章では雨森芳洲の『交隣堤醒』とテーマが分散して

いるため、論文全体の一貫性に難があることは否めない。むしろ史料を絞

ってその解説にとどまったほうがよかったのではないかという指摘もあっ

た。また一部の史料の主観的な分析から全体的な結論を早急に出そうとす

る点に危うさが見られるほか、これまでの研究をどの程度ベースにしてい

るかが見えにくいなどの瑕疵が指摘できよう。 

しかしながら、本論文はすでに多くの研究がある朝鮮通信使というテー

マに敢えて挑むことによって、新たな視点からの研究の可能性を追求した

ものであり、個々の史料の分析や各章の結論は、従来の研究の隙間を埋め

るものであり独創性に満ちている。 

また一次史料であるくずし字史料の解読に意欲的に取り組んでいる点も

評価できる。 

 ２月１９日、本学本館Ｂ‐３０５教室において最終面接審査を実施し、

審査員全員が合格と認めた。 
 

 

 


